
「この方は、罪を犯したことがなく、その口には偽りがなかった。」 

ののしられてもののしり返さず、苦しめられても人を脅さず、正しくお裁きになる方にお任

せになりました。そして、十字架にかかって、自らその身にわたしたちの罪を担ってくださ

いました。わたしたちが、罪に対して死んで、義によって生きるようになるためです。その

お受けになった傷によって、あなたがたはいやされました。あなたがたは羊のようにさまよ

っていましたが、今は、魂の牧者であり、監督者である方のところへ戻って来たのです。 

 

福音朗読  ヨハネによる福音 10:1-10 

（そのとき、イエスは言われた。）「はっきり言っておく。羊の囲いに入るのに、門を通ら

ないでほかの所を乗り越えて来る者は、盗人であり、強盗である。門から入る者が羊飼いで

ある。門番は羊飼いには門を開き、羊はその声を聞き分ける。羊飼いは自分の羊の名を呼ん

で連れ出す。自分の羊をすべて連れ出すと、先頭に立って行く。羊はその声を知っているの

で、ついて行く。しかし、ほかの者には決してついて行かず、逃げ去る。ほかの者たちの声

を知らないからである。」イエスは、このたとえをファリサイ派の人々に話されたが、彼ら

はその話が何のことか分からなかった。 

 イエスはまた言われた。「はっきり言っておく。わたしは羊の門である。わたしより前に

来た者は皆、盗人であり、強盗である。しかし、羊は彼らの言うことを聞かなかった。わた

しは門である。わたしを通って入る者は救われる。その人は、門を出入りして牧草を見つけ

る。盗人が来るのは、盗んだり、屠ったり、滅ぼしたりするためにほかならない。わたしが

来たのは、羊が命を受けるため、しかも豊かに受けるためである。」 

 

共同祈願  福者ペトロ岐部と 187 殉教者に取り次ぎを願う祈り 

いつくしみ深い神よ、福者ペトロ岐部をはじめ、福者フランシスコ遠山甚太郎、 

マチアス庄原市左衛門、ヨアキム九郎右衛門、福者メルキオール熊谷豊前守元直、 

ダミアン、および同志殉教者は、復活のいのちを約束してくださるあなたの愛に希望を置き 

自らキリストの十字架を担い、その死を身に帯びる生き方を選びました。 

今、188 殉教者の取り次ぎによって祈ります。現代に生きるわたしたちが、 

どのような困難なときにも聖霊の助けに信頼し、キリストに従い、 

あなたへの道をひたすら歩むことができますように。 

また、188 殉教者のあかしが、世界に生きるすべての人の希望となるよう、 

一日も早く聖人の列に加えてください。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン。 

 

2026 年 5 月     ～教皇と日本の教会のために祈りましょう～ 

【教皇の意向】すべての人に食べ物を 

   大規模な生産者から一人ひとりの消費者に至るまで、すべての人が食品ロスの削減に取り組 

むことによって、誰もが良質な食べ物にあずかることができますように。 

【日本の教会の意向】子どもたち 

子どもたちのために祈ります。神、そして多くの人たちとのつながりの中で、子どもたちが 

愛されていることを実感することができますように。 


